
区分 共催
実行委員会
・ 協議会

事業協力 ・
協定

企画立案 ･
計画策定参

画
補助 ・ 助成 委託

  情報提供
・情報交換

計

事業数 13 15 20 1 17 12 0 78

割合 16.7% 19.2% 25.6% 1.3% 21.8% 15.4% 0.0% 100.0%
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区分 事業数 割合

満足 49 63%

やや満足 28 36%

やや不満 1 1%

不満 0 0%

計 78 100%

区分 事業数 割合

満足 55 71%

やや満足 23 29%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

計 78 100%

沼田市の市民協働事業(平成30年度）
１　協働事業の状況

  平成３０年度 協働事業の手法別の状況です。
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○市の担当者の満足度

○協働のパートナーの満足度

２　協働事業の評価結果

　今回実施した調査では、協働という視点で事業を捉えて、各事業の評価・点検を行いました。

　その評価結果（満足度）については、次のとおりでした。
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平成３０年度に協働事業として取り組んだ事業から、手法別に2事業を紹介します。

担当課欄（　　）は現在の担当課

12 生活課 タフティクラブ活動事業 補助・助成 タフティクラブ
幼児と保護者の交通安全教育や研修
の実施

62
社会教育課
（生涯学習課）

青少年自然体験活動推進事業 委託
沼田市青少年育成連絡協
議会

集団生活に耐えられる意志・体力を養
うための野外体験活動の実施

　　　 

３匹の鬼さんからお願いです。
横断歩道は手を上げて渡りましょう！

手 法 別 パートナー

腹話術人形のケンちゃんが
交通安全についてお話しします。

さるかに合戦の寸劇を見ながら
横断歩道の渡り方を学びます。

事業内容

３　平成３０年度の事業より紹介

№ 担 当 課 事　業　名

　　　№６２　青少年自然体験活動推進事業№１２　タフティクラブ活動事業　　

思い出に残るキャンプファイヤー

野外でカレーを作ったよ。美味しかった！

一生懸命歩いたウォークラリー
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担当課 パートナー
1 防災対策課 防火・防災事業 補助・助成 沼田市八職工防火

協力会
歳末特別警戒・出初式・災害時の消
防機関への協力

当該団体が行う歳末特別警戒は、消防団が
行う歳末特別警戒とともに年末の恒例の事
業として市民に深く認識されている。今後に
おいても、ともに実施していきたい。

特記事項はなし

2 企画課 沼田市国際交流協
会事業

補助・助成 沼田市国際交流協
会

国際都市交流及び親善に関すること
国際交流の啓発と普及
国際交流に関する調査研究

利根沼田に在住する外国人向けの日本語教
室、交流の場としての外国人料理教室及び
国際交流フェスティバルを開催し、多文化共
生社会の実現に向けて取り組んだ。

市内に在住する６７０人を超える外国人が市
民とともに楽しく暮らせる多文化共生社会の
実現に向け、各種事業を実施した。

3 企画課 準市民交流事業 実行委員会・
協議会

沼田市準市民交流
会実行委員会

市民参加の事業運営を図るため、各
種団体の代表者で構成する実行委
員会を設置し、交流会を開催する。

交流会参加者数は、年々減り続けており、実
行委員会において協議した結果、今年度を
もって交流会の開催を終了することとした。
来年度は違った形式で準市民との交流を検
討していきたい。

交流会参加者数は、年々減り続けており、実
行委員会において協議した結果、今年度を
もって交流会の開催を終了することとした。
来年度は違った形式で準市民との交流を検
討していきたい。

4 白沢支所 白沢ふるさとまつり 実行委員会・
協議会

白沢ふるさとまつり
実行委員会

地域に根ざした伝統的な行事であ
り、白沢地域の振興を図るとともに、
住民相互のつながりや来訪者との交
流を促進する。

幅広い世代の参加者相互のつながりや多く
の来場者との交流が図られており、地域振興
事業として重要な役割を果たしている。今後
も地域の伝統行事として継続していく必要が
あると考えられる。

白沢町内各地区の夏祭りと日を同じくして開
催する一大行事として、広く定着している。地
域の更なる振興のために極めて重要な事業
であり、今後も継続して開催していきたい。

（改善点など）前年度に引き続き、会場にお
いて地域特産物等の提供や観光パンフレット
の配布等を行い、白沢地域並びに本市の
ピーアール等にも努めた。

（改善点など）前年度に引き続き、会場にお
いて地域特産物等の提供や観光パンフレット
の配布等を行い、白沢地域並びに本市の
ピーアール等にも努めた。

5 白沢支所 白沢町盆踊り大会 実行委員会・
協議会

白沢町盆踊り大会
実行委員会

伝統行事である盆踊りを継承し、親
睦と交流の場とする。

住民相互の交流や地域の振興が図られてお
り、地域振興事業として重要な役割を果たし
ている。今後も地域の伝統行事として継続し
ていく必要があると考えられる。

白沢町における伝統行事であり、また、後継
者の育成も重要であることから、今後も継続
して開催していきたい。

6 利根支所 吹割の滝開き・無
事故安全祈願祭

事業協力・協
定

利根町観光協会 シーズンの開幕を祝い、無事故を祈
願する。

吹割の滝観光協会会員の高齢化が進み、滝
開き、無事故安全祈願祭を執行できる後継
者の確保が心配される。

観光客の無事故安全を祈願するとともに、吹
割の滝をＰＲすることができた。

（改善点など）吹割の滝観光協会関係者の事
業に対する自主性・自立性が現れてきた。

7 利根支所 とねふるさと風のま
つり

事業協力・協
定

とねふるさと風のま
つり実行委員会
（利根町観光協会）

地域住民参加型の手づくりイベント
の開催により地域の活性化と観光振
興の一助とする。

各種団体の運営協力者が常に確定してい
る。事業運営に必要となる人員確保について
はそれぞれの団体に責任を持っていただい
ているが、祭り自体を成功させるには、更な
る関係団体との連携の強化が必要である。

以前から利根町地域全体の祭りとして実施し
ていると働きかけてはいるが、地域からの参
加はない。今後も利根町全体のイベントだと
感じられる内容となるように改善をしていきた
い。

事業内容
事業の成果・課題・改善策、改善点など

平成３０年度　沼田市協働事業一覧

担当課 事　　業　　名 手法別
協働のパートナー

(記入団体）
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8 利根支所 老神温泉そば祭り 事業協力・協
定

老神温泉そば祭り
実行委員会
（利根町観光協会）

「奥利根高原そば」を活かし滝と温泉
を結びつけた新たな観光の創出と地
域の活性化を図る。

一般市民・観光客との交流が以前よりも多く
図られているが、農業・商業・観光との連携と
ともに、イベントの運営に関わりながら、更な
る老神温泉地域の活性化が図られることを
目指した内容とすべき検討を今後もしていく
必要がある。

ここ最近は、ポスター・チラシの原稿作成を実
行委員自ら行い、開催チラシの配布について
も、関係する実行委員により区分けし、経費
を抑えるため、区長を通じて配布している。
今後も経費の節減に努めながら、更に事業
内容を検討する必要がある。

9 利根支所 老神温泉赤城神社
節分祭

補助・助成 老神温泉観光協会 赤城神社での節分祭を開催し、厄払
いと観光振興、集客を図る。

パートナーがポスター・チラシを自ら作成し、
参加者の募集に努力しているが、まだまだ参
加者が少ないので、もう少し広く周知していく
必要がある。

老神温泉の行事の中でも重要なお祭りであ
り、地域に根ざした伝統行事として近隣住民
だけでなく、観光客も参加している。観光交
流や地域振興という側面からも、今後も継続
が望まれる行事である。

10 利根支所 都市との交流事業 実行委員会・
協議会

利根町少年野球交
流事業実行委員会

少年野球及び体験事業による都市
住民との交流会の開催

少年野球を中心とした交流は定着しており、
一定の成果が認められるが、今後は、少年
野球の人口減少により、事業内容の見直し
を検討する必要がある。

交流事業については、長年継続され地域に
定着した事業となっている。少子化により子
どもの人数も減少しているが、受け継がれて
きた事業を継続していくためには実行委員会
が主体となり、創意工夫をもって事業運営に
取り組んでいく必要がある。

11 生活課 沼田市地区交通安
全会連合会活動事
業

補助・助成 沼田市地区交通安
全会連合会

交通安全運動の推進・普及徹底及び
交通指導

各地区交通安全会が連携し、交通安全運動
等に取り組むことにより、交通安全の啓発
や、交通事故防止に寄与している。

・各地区交通安全会が連携し、交通安全運
動等に取り組むことにより、交通安全の啓発
や、交通事故防止に寄与している。
・各地区交通安全会との情報交換を今まで
以上に行っていきたい。

12 生活課 タフティクラブ活動
事業

補助・助成 タフティクラブ 幼児と保護者の交通安全教育や研
修の実施

クラブ員の経験や技能を生かし、市内の保育
園や幼稚園のみならず、市外での交通安全
教室を実施する等、子どもたちの交通安全教
育に大きく貢献している。また、依頼により高
齢者向けの交通安全教室も実施している。

クラブ員の経験や技能を生かし、市内の保育
園や幼稚園のみならず、市外での交通安全
教室を実施する等、子どもたちの交通安全教
育に大きく貢献している。また、依頼により高
齢者向けの交通安全教室も実施している。

13 生活課 沼田市くらしの会活
動事業

補助・助成 沼田市くらしの会 ３Ｒ運動や各種講習会開催など、賢
い消費者を目指す。

・消費者講演会の共催者として、自らも消費
者問題を学ぶほか、併せて会員以外への消
費者啓発に努めた。
・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取り組み等を行い、消費生活のみならず、広
く環境対策等にも取り組んでいる。

・各種講演会や勉強会に参加することで、多
様化する消費者問題について学んだ。また、
講習会や研修視察により、会員相互の親睦
を深めることができた。
・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取り組み等を行い、消費生活のみならず、広
く環境対策等にも取り組んだ。
・会員の高年齢化により会員数が減少してい
るため、新規入会者を募集している。
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14 生活課 市民協働によるま
ちづくり事業補助金

補助・助成 地域活動団体、地
域コミュニティ代表
者など
（川田地域資源研
究会）

地域の活性化や問題解決に向けた
活動への助成
事業審査は市民が行 う。

３０年度は5団体が協働によるまちづくりを推
進するため、補助金を活用し事業を実践し
た。事業の実施報告会を講演会と同時開催
したことで、多くの人に各団体の事業を周知
することができた。審議委員会により補助金
交付事業を決定しているが、今後も自主性や
継続性等の審議の基準を明確にしていきた
い。

川田地区の人物、名刹、景勝地、旧跡などの
学習会を始め、パンフレット作成やインター
ネットを活用したＰＲ活動、「円珠姫展」の開
催など川田地区の魅力を広く地区内外に発
信できた。３０年度で補助金が終了するた
め、今後の事業継続については工夫して進
めていきたい。

（改善点など）昨年度と同様に４月１日からの
事業実施ができるよう、３月中に審査会を開
催している。今後も講演会と同時開催として、
補助金や、その活用事業を周知したい。

（改善点など）人物、名刹、景勝地、史跡等を
全国に発信するため今後もマスコミ等に周知
を図り活動を継続したい。

15 生活課 市民活動センター
管理運営事業

企画立案・参
画

市民活動センター
運営委員会（有識
者・利用団体代表
者・市職員）

市民活動センターの円滑な運営につ
いて検討する。

市民活動センター運営に関しては、事業計画
などについての意見を聞き、事業実施に反
映できるように努めた。平成３１年度に予定さ
れるテラス沼田への移転に関しては、全庁的
な移転であり、運営委員会からの質問に明
確に回答できない点が多々あった。

運営委員会はセンターの事業について市民
活動団体などの意見を聞くための大変重要
な会であると思う。今後のセンターの運営に
ついても、テラス沼田での事業拡充を含め協
議をしていきたい。

（改善点など）テラス沼田への移転に関して
は、会議の開催回数を増やして運営委員会
からの意見をいただく場所を持った。

（改善点など）テラス沼田への移転に関して
は、運営委員会の場で説明があったが、市
役所の移転と含め調整もあり明確でない部
分があった。

16 生活課 男女共同参画推進
事業(セミナー開
催、計画の推進）

共催 北毛地域人権啓発
活動ネットワーク協
議会 、大学准教
授、一般市民等
（北毛地域人権啓
発活動ネットワーク
協議会）

セミナー開催により、市民の意識啓
発を図る。企画の段階から市民参加
で検討する。

セミナーの連続講座では、参加者が必要な
情報を市民目線で考え、テーマを決定し、調
査や研究を行い、成果発表を行うことができ
た。また「男女共同参画情報紙　ハピネス」に
ついても、内容や構成を市民自ら考え作成す
ることができた。

実践講座では、参加者が聞くだけの講座でな
く、自らテーマを決め、問題提起、調査、研究
を行い、その成果発表を行うことができた。ま
た、その内容を広く周知するため「男女共同
参画情報紙　ハピネス」を作成して全戸配布
ができた。

（改善点など）昨年に引き続き柔軟な企画実
施が図られた。

（改善点など）講演会、実践講座ともに、市民
が実施主体となり、工夫して進めている。

17 環境課 環境啓発事業(環
境フォーラムぬまた
等）

委託 ぬまた環境ネット ぬまた環境ネットの運営と環境啓発
事業（環境フォーラムぬまた）の開催

子どもから大人まで楽しめる内容だったた
め、多くの市民に環境問題を考える機会を提
供できた。

年度当初に計画した市民に向けた環境啓発
事業については、各加盟団体の活動により
滞りなく消化することができた。
地球温暖化やごみ問題など、身近な環境問
題について、市民一人ひとりの意識や関心を
さらに高めていくために、さらに突っ込んだ取
り組みの必要性を痛感している。例えば、パ
ンフレットやチラシなどを配布する際に、一言
ポイントを付け加えるとか、受け取ってくださ
る方に関心を持っていただけるように工夫す
ることが今後の課題である。（啓発資料は作
成して終わりではない。）
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（改善点など）食品ロスの削減等を進めるた
め、環境フォーラムでフードドライブを継続的
に実施することとなり、環境フォーラムの全戸
配布チラシで周知を行い啓発活動の強化を
図った。

（改善点など）「ぬまた環境ネットだより」の発
行
　年１回発行、全戸に配布している。代表者
会議に特集テーマを諮り、テーマに適した編
集委員を加盟団体から選任した。
「環境フォーラムぬまた」講演会講師の選考
　講演会講師・テーマについて、加盟団体か
らアンケートをとりその結果を尊重し、選考し
た。なお、加盟団体の意見要望を踏まえ、聴
講者に粗品を差し上げた。

18 環境課 環境啓発事業（ブ
ナ幼木移植）

事業協力・協
定

ぬまた環境ネット
(利根沼田自然を愛
する会）

玉原高原の再生のためケヤマハンノ
キ林にブナの幼木を移植する。

移植した幼木が根付き一定の成果は見られ
るが、事業目的達成のため、長期的な視点
に立って事業を継続することが必要である。

・市民の参加がまだ不十分であるが、参加者
の輪の広がりがある。
・作業後の経年結果等を記録している。その
結果を公表することにより、今後の事業発
展・啓発効果を図れる。

(改善展など）作業用具の運搬方法を工夫し
たところ、参加者の労力が軽減され、作業時
間の効率化も図られた。

（改善点など）
・市民の他に、県民にも広報で知らせる工夫
をした。
・メディアの取材もあった。

19 環境課 春・秋の市内一斉
清掃

共催 沼田市環境保健協
議会

道路愛護運動と同時に道路・河川・
公園等の清掃作業を実施する。

一斉清掃・道路愛護運動を実施した結果、ポ
イ捨てごみを中心に、周辺環境の美化が図
られた。不法投棄された廃棄物についても、
春秋２回の見回りによる発見、清掃も同時に
実施され地域環境の維持向上が図られた。
また、多くの市民の参加が得られ、住民の環
境美化に対する意識の向上が図られた。今
後も、より多くの市民に参加していただけるよ
う沼田市環境保健協議会と協力しながら働き
かけていきたい。

いずれの町（支部）も熱心に一斉清掃・道路
愛護に取り組んでいただいたと思う。今後も
より多くの市民の方に参加していただけるよ
う、環境保健協議会の会議等において各町
の支部長に協力をお願いしていきたい。地域
によっては、高齢化が進んでいるため、今ま
で出来ていた箇所の清掃が出来ないところ
が出ている。

（改善点など）事業の継続、維持していくため
にもたくさんの市民の方に参加していただくこ
とが重要で有り、環境保健協議会の支部長
や役員への働きかけにより実施ができた。

20 環境課 有価物集団回収事
業

補助・助成 東倉内町リサイク
ル運動協議会外４
８団体

再生可能な資源の回収を集団回収
事業により実施

３０年度の集団回収事業登録団体は４９団
体、延べ２５８回実施され、紙・缶・びん等の
再生可能な資源が約５４３ｔ回収された。
なお、高齢化による登録団体が減少するな
ど、４団体の減でこれにより実施回数・回収
量の減少が見られた。今後より多くの団体が
参加してもらえるよう、継続して周知していき
たい。市関係部署との連携を図り、新規登録
団体を周知していきたい。

地域住民及び関係者の方々に協力していた
だき、奨励金を運営費に充てることができ
た。引き続き、集団回収事業を実施していき
たい。

（改善点など）登録団体数、実施回数及び回
収量は昨年と比べ減少してしまった。高齢化
による役員の受け手がいないなどの原因も
あり、なかなか維持することも難しい状況で
あるが、継続して周知・啓発を行ってきたこと
により若干ではあるが新規加入も見られた。

（改善点など）回収量を増加できるよう、地域
の方々へ、より一層周知を行っていきたい。
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21 子ども課 親子ふれあい交流
事業

事業協力・協
定

沼田市母子会 ひとり親家庭の親子のレクリェーショ
ン等の実施

事業の中心となる母子会会員の減少により、
事業運営に関わる人材の確保が難しくなって
いる。事業の実施方法等について検討してい
るものの、抜本的な改善には至らない状況で
ある。

企画の中心となる母子会会員の減少が進ん
でいるなか、夏休み日帰り旅行の行き先を会
員の意見を反映させて東京都内に設定し実
施した。参加者に喜んでもらえているので今
後も続けていきたい。

（改善点など）夏休み親子ふれあい旅行の行
き先を母子会会員の意見を反映させた場所
にしたところ、多くの参加があった。

（改善点など）より多くの人に参加してもらうた
め、該当する家庭へ声かけを行った。また、
参加者からの意見を事業内容に反映するこ
とができた。

22 子ども課 沼田市子育て支援
ネットワーク事業

事業協力・協
定

沼田市子育て支援
ネットワーク推進協
議会

子育て支援団体等ネットワーク事業
の実施

子育て支援団体等のネットワーク構築により
子育て家庭のニーズ把握が可能となり、ニー
ズの高い地域子育て支援拠点事業「子ども
広場」を保健福祉センターに開設し、支援を
進めることができた。（地域子育て支援拠点
事業＝市委託事業。ネットワーク推進協議会
の参加団体である｢NPO法人利根沼田地域
ボランティアセンター｣が受託。）子ども広場
のテラス沼田への移転拡充に向けても、連
携して取り組んできた。

沼田市子育て支援ネットワーク事業を受け
て、平成25年度から沼田市より地域子育て
支援拠点事業を委託され（ＮＰＯ法人利根沼
田地域ボランティアセンターとして）、沼田市
保健福祉センター3階の子ども広場で、月曜
日から金曜日までの10時から15時まで二人
の常勤スタッフをおけるようになった。協働モ
デル事業の時には月曜日だけのプログラム
を各団体が受け持ったが、常勤スタッフがい
られるようになったため、利用も相談も格段
に増え、子育て支援により大きな役割を果た
せるようになったと思う。沼田市子育て支援
ネットワーク推進協議会が事業を主導してい
るので、２～3ヵ月に一度会議をし、順調に事
業が進んでいる。利用者が多いため、長期
休みのときに大ホールを借用したり、行政側
でも対策を考えていただいている。子ども広
場の移転拡充に向けても、市と連携しながら
進めていくことができた。移転後の子ども広
場の活動についても留意していきたい。

（改善点など）各団体及び市との情報共有や
意見交換など、お互いに顔の見える連携がと
れるようになっている。平成28年度より意見
交換の場に「子育てコンシェルジュ」が参加
し、連携体制の強化が図られている。

（改善点など）各団体及び市との情報共有や
意見交換など、お互いに顔の見える連携がと
れるようになっている。平成28年度より意見
交換の場に「子育てコンシェルジュ」が参加
し、連携体制の強化が図られている。

23 子ども課 未来のライフデザ
イン啓発リーフレッ
ト作成事業

事業協力・協
定

Hug　Hapi（はぐは
ぴ）※沼田市子育
て支援ネットワーク
推進協議会の参加
団体

未来のライフデザイン啓発リーフレッ
ト「ハタチからの参考書」の作成

沼田市子育て支援ネットワーク推進協議会
の参加団体であるHug Hapiの事業協力によ
り、地域の若い世代や子育て世代の等身大
の姿が反映された、思わず手にとって読みた
くなるような啓発リーフレットが完成した。引き
続き同団体との協働により、新たな視点を取
り入れながら内容・デザイン等の見直しを行
い、より良いものを作成していきたい。

市との役割分担を明確にし、企画・編集につ
いてはパートナーの裁量により作業を進める
ことができたため、地域の若い世代や子育て
世代の等身大の姿が反映された、思わず手
にとって読みたくなるような啓発リーフレットを
作成することができた。引き続き市との協働
により、内容・デザイン等の見直しを行い、よ
り良いものを作成していきたい。さらに、子育
て中の方々などに声かけをしてメンバーを増
やしながら、リーフレット作成以外にも活動を
拡げていきたい。

（改善点など）昨年度に作成した冊子の内容
を引き継ぎつつ、Ｈｕｇ　Ｈａｐｉのメンバーが新
たに企画し取材した内容を加え、より魅力的
な啓発リーフレットを作ることができた。

（改善点など）昨年度に作成した冊子の内容
を引き継ぎつつ、Ｈｕｇ　Ｈａｐｉのメンバーが新
たに企画し取材した内容を加え、より魅力的
な啓発リーフレットを作ることができた。
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24 子ども課 ハッピープロジェク
ト事業

委託 ぬまたハッピープロ
ジェクト運営委員会

地域における出会いの場つくり 出会いを応援し沼田を元気にするネットワー
クとして平成２８年８月に設立された「ぬまた
ハッピープロジェクト運営委員会」には、現
在、青少年団体、子育て支援団体、農業団
体、など１３団体が参加している。ネットワー
ク主催による、公共施設や観光資源を活用し
た地域性あふれるイベントや、参加団体の企
画による各団体の個性を活かしたイベントを
実施することができた。イベントなどの企画
は、ネットワークによる企画会議において自
由にアイディアを出しながら決定し、ＳＮＳな
どを活用したＰＲ活動や当日の運営も協働で
実施した。今後も、様々な団体に声かけを
し、ネットワークの拡大を図りながら、より効
果的な事業を推進していきたい。

出会いを応援し沼田を元気にするネットワー
ク「ぬまたハッピープロジェクト運営委員会」と
して、公共施設や観光資源を活用した地域
性あふれるイベントや、参加団体の個性を活
かしたイベントを実施し、若い世代に出会い
の場を提供することができた。イベントの企
画は、ネットワーク構成団体のアイディアをも
とに比較的自由な発想で決定し、事前準備
は主に市が事務局として進め、広報活動や
当日の運営は協働で実施するなど、効率的
な役割分担ができていた。今後も、様々な団
体に声かけをし、ネットワークの拡大を図りな
がら、地域の長所を活かした事業を展開して
いきたい。

（改善点など）ネットワークの更なる推進を図
り、結婚を希望しながら出会いの機会を得ら
れない潜在的な未婚者を掘り起こし、それぞ
れのニーズに合ったセミナーや交流イベント
など若い世代の出会いのきっかけづくりとな
る事業を積極的に展開した。

（改善点など）ネットワークの更なる推進を図
り、結婚を希望しながら出会いの機会を得ら
れない潜在的な未婚者を掘り起こし、それぞ
れのニーズに合ったセミナーや交流イベント
など若い世代の出会いのきっかけづくりとな
る事業を積極的に展開した。

25 高齢福祉課 市民敬老号事業 事業協力・協
定

沼田市老人クラブ
連合会

高齢者の親睦と社会見聞を広めるた
め、２泊３日の県外旅行を実施

沼田市老人クラブ連合会が担当課とともに高
齢者向けの研修旅行先、内容等を検討し、
募集においてはクラブの役員がチラシを配布
する等により、高齢者に参加を促している。
毎年参加を楽しみにしている高齢者が多く、
大勢の仲間達とともに親睦を深めながら社会
見聞が広められ、事業の目的が十分果たせ
ている状況である。

沼田市老人クラブ連合会が担当課とともに、
高齢者向けの研修旅行先、内容等を検討
し、募集においてはクラブの役員がチラシを
配布する等により、高齢者に参加を促してい
る。
毎年参加を楽しみにしている高齢者が多く、
大勢の仲間達とともに親睦を深めながら社会
見聞が広められ、事業の目的が十分果たせ
ている。今後は、もう少し老人クラブ会員の参
加者を増やしていくことを考えたい。

（改善点など）今後も、高齢者の安全性や利
便性を最優先に考え、毎年参加していただけ
るようにあらゆる視点から配慮したい。

（改善点など）今後も、企画会社選定にあ
たっては、安全性・信頼性などを重要視して
いきたい。

26 高齢福祉課 老人クラブ助成事
業

補助・助成 沼田市老人クラブ
連合会

単位老人クラブに１年間の活動費の
助成として、補助金を交付している。

老人クラブは、地域高齢者全体を視野に入
れた健康づくりや介護予防活動、友愛訪問な
どの地域支え合い活動等に取り組んでおり、
地域社会の重要な担い手として無くてはなら
ない存在である。
　しかし、全国的に各町のクラブ数、会員数と
も減少しており、その流れに歯止めをかけて
いくことが今後の課題である。

今後の課題としては、クラブ数、会員数とも減
少しており歯止めをかけていくことである。

（改善点など）事業計画における基本方針で
クラブ数・会員数の減少に対し、一丸となって
取り組むことを理事会・総会で再確認した。
　各単位クラブ会長が事務書類提出等に負
担にならないよう心掛けた。

（改善点など）事業計画における基本方針で
クラブ数、会員数の減少に対して一丸となっ
て取り組むことを理事会、総会で再確認し
た。
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27 高齢福祉課 高齢者筋力向上ト
レーニング事業

事業協力・協
定

老人クラブ、ふれあ
いいきいきサロン他
(老人クラブ）

暮らしに役立つ筋力向上トレーニン
グを実施しながら仲間づくりを行う。

老人クラブは、地域高齢者の中核的な組織
であることから、事業推進の基幹となってい
るが、近年、老人クラブ加入者の減少によ
り、幾つかの地域で老人クラブ自体の解散も
あり、組織率の向上が課題となっている。
また、地域での住民組織（区長、民生委員及
び保健推進員など）との連携を深めること
で、地域に密着した活動が期待される。
数年前から、地区リーダー(老福体操すすめ
隊及び介護予防サポーター）の養成を開始し
たので、リーダーが独り立ちして自分の周辺
地区で指導できるよう期待している。

老人クラブ会員が事業推進の中心となってい
るが、より多くの参加が望まれる。筋トレ活動
に参加しているが老人クラブ未加入の人に
声がけを行い、筋トレ団体と老人クラブの双
方の維持増強に努めていきたい。また、他の
関係団体(サロン及び公民館の教室参加者)
などの協力も求めていきたい。

（改善点など）筋トレ大会で団体の紹介を掲
示したことにより、普及啓発と参加者の意欲
向上につなげることができた。引き続き、教
室及び出前講座で事業紹介を行い、地区筋
トレの維持を支援していきたい。

（改善点など）より多くの人に参加してもらうた
めに、会員同士の誘い合いをしていただける
よう役員会などで呼びかけた。
仲間意識が高まり、より地域に密着した活動
ができるよう、引き続き筋トレ事業を行ってい
きたい。

28 健康課 地区健康教室 共催 沼田市保健推進員
会

地域で健康教室を開催し、こころの
健康及び生活習慣病予防等の正し
い知識の普及を図る。

･回覧等でも教室の周知をしているが、身近
な存在の保健推進員からの声掛けが参加者
を増やすことにつながっている。地域の繋が
りを促す面から考えても、保健推進員が声掛
けすることは効果的である。
・ウォーキング教室開催時は、保健推進員や
町の人たちがコースを考えて、下見をして準
備。身近なコースを歩くことで、ウォーキング
の継続を促すことに繋がると考える。
・健康番組がたくさん放送されている現代、
最新情報を取り入れながらも、きちんとした
正しい知識を提供できるように検討を重ねて
いく。
・地区により、開催回数にばらつきがある。多
くの地区で開催できるよう、働きかけが必要。
・各事業への参加率は減少傾向。保健推進
員会理事会において、計画や報告などの情
報交換を行い、ニーズにあった事業を取り入
れていくことが必要である。

･地区健康教室は、保健推進員が地区役員
との連絡調整を図り、担当保健師と内容につ
いて検討し、多くの住民の方に参加してもら
えるように働きかけている。
・また、地区（地域）の行事等に保健推進員と
して協力し、地域のネットワークを強く出来る
よう心かけている。
・健康講座や講演会、講習会などに出来るだ
け参加し、健康に関する知識を学び、学んだ
ことを地域の人々に広めていく。
・地区ウォーキング教室開催時、作成した
ウォーキングマップを地域の方に活用しても
らえるよう広めていく。
・スマートウェルネスぬまた推進員としても協
力し健康づくりの輪を広げていく。

（改善点など）
･未実施の地区に対する働きかけとして、第1
回理事会時に、各地区担当保健師が出席。
開催に向けての打ち合わせを実施した。
参考：H30年度開催数21回　参加者数384人
（H29　23回　431人）

（改善点など）
・地区ウォーキング教室や健康教室を継続し
て開催し多くの方に参加してもらえた。
・スマートウェルネスぬまた推進員として地域
の人々に声をかけたところ、登録する人が
徐々に増えてきている。

29 産業振興課 沼田まつり 実行委員会・
協議会

沼田まつり実行委
員会

各部会を設置し,各種団体の協力を
得て沼田まつりを開催する。

平成３０年度の入込数は、２３万人であった。 平成３０年度の入込数は、２３万人であった。

30 産業振興課 新規学卒就職者激
励親睦のつどい

共催 沼田地区労働教育
委員会

利根沼田地区の事業所に就職した
若者の激励と親睦を図る。

平成３０年度の参加者数は２７事業所６９名
であった。

平成３０年度の参加者数は２７事業所６９名
であった。
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31 産業振興課 利根沼田勤労者ソ
フトボール大会

共催 沼田地区労働教育
委員会・沼田市ソフ
トボール協会
（沼田地区労働教
育委員会）

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、ソフトボール大会を行う。

平成３０年度の出場者数は１７事業所１９
チーム３４４名であった。

平成３０年度の出場者数は１７事業所１９
チーム３４４名であった。

32 産業振興課 利根沼田勤労者卓
球大会

共催 沼田地区労働教育
委員会・利根沼田
卓球協会
（沼田地区労働教
育委員会）

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、卓球大会を行う。

平成３０年度の出場者数は１０事業所１０
チーム５４名であった。

平成３０年度の出場者数は１０事業所１０
チーム５４名であった。

33 産業振興課 新規学卒就職者研
修会

共催 沼田地区労働教育
委員会

新規就職者を対象に社会人の自覚
を促し、勤労意欲の向上を図るため
に研修会を開催する。

平成３０年度の参加者数は２８事業所７５名
であった。

平成３０年度の参加者数は２８事業所７５名
であった。

34 産業振興課 利根沼田勤労者美
術展

共催 沼田地区労働教育
委員会

勤労者の相互理解、勤労意欲の向
上等のために美術展を開催する。

平成３０年度の出品者数は７７名、出品点数
は８８点であった。

平成３０年度の出品者数は７７名、出品点数
は８８点であった。

35 産業振興課 児童木工工作大会 補助・助成 沼田木材組合 子ども達に木のぬくもりと有益性を認
識してもらうため、木工工作大会を行
う。

特記事項はなし 特記事項はなし

36 産業振興課 ニュー木工工作広
場

補助・助成 利根沼田建築相互
組合

地元産木材のPR及び住民交流等の
ために木工工作広場を開催する。

特記事項はなし 特記事項はなし

37 産業振興課 沼田市産業展示即
売会

実行委員会・
協議会

沼田地区地場産業
振興協会

本市地場産品の総合展示・即売、各
種催事の実施

平成３０年度の出展者数は２日間合計で９１
業者、入場者数は２日間合計で約３１，０００
人であった。過去５年の推移から来場者数は
減少傾向にある。イベント内容の恒常化が問
題と思われるため、テント配置や方向性の変
更など検討する必要がある。

平成３０年度の出展者数は２日間合計で９１
業者、入場者数は２日間合計で約３１，０００
人であった。過去5年の推移から来場者数は
減少傾向にある。イベント内容の恒常化が問
題と思われるため、テント配置や方向性の変
更など検討する必要がある。

38 農林課 沼田市農業まつり 実行委員会・
協議会

沼田市農業まつり
運営委員会
(利根沼田農業協
同組合）

農産物直売、抽選会など多彩なイベ
ントにより農業のアピールと交流

・沼田市、利根沼田農業協同組合、沼田市農
業委員会が共催となり、多くの農業関係者の
協力を得て開催していることから、農業関係
者間の交流を図るとともに、安心安全な農産
物の提供を通して、来場される消費者との交
流も図られている。
・事業費の節減に努めるほか、提供品の有
料化、出店料等についての検討が必要であ
る。

農家と消費者の交流が図られ、農家の育て
た安心・安全な農作物を直接消費者に販売
し、地産・地消運動の実践ができ、農家への
理解と信頼を深めることができた。

（改善点など）
・経費節減の検討は引き続き行う必要があ
る。
・参加者が減少傾向にあるため開催方法の
検討が必要である。

（改善点など）
・経費節減の検討は引き続き行う必要があ
る。
・参加者が減少傾向にあるため開催方法の
検討が必要である。

39 農林課 認定農業者協議会
活動支援事業

補助・助成 沼田市認定農業者
協議会

認定農業者協議会活動費補助 平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も２４０名と多
くの会員をかかえ、認定農業者が経営改善
や規模拡大に取り組めるよう情報を共有でき
る組織運営が必要となる。

平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も２４０名と多
くの会員をかかえ、認定農業者が経営改善
や規模拡大に取り組めるよう情報を共有でき
る組織運営が必要となる。
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40 農林課 生活研究グループ
活動支援事業

補助・助成 沼田市生活研究グ
ループ

生活研究グループ活動費補助 各種イベントを通じて、地場産農産物を利用
した料理や郷土料理などを試作・発表すると
ともに、食育についても率先して事業計画を
練り、都市住民、地域住民、子どもたちの農
産物の食への関心の高まりに効果をあげて
いる。

各種イベントに参加することにより、世代間の
交流や多くの参加者と触れあうことができ
た。

41 農林課 地域農政推進委員
会支援事業

補助・助成 沼田ほか７地区地
域農政推進委員会
(沼田地区)

地域農政推進委員会補助 今後も、農業振興に対する意見聴取や情報
交換等を行い、組織として情報を共有し検討
していく必要がある。

今後も行政と一体となり、情報交換等により
情報を共有しながら事業に取り組む必要が
ある。

（改善点など）事務局と連携を図り必要な活
動の検討を行う。

（改善点など）市と連携を図り必要な活動の
検討を行う。

42 農林課 森林づくりボラン
ティア推進事業

事業協力・協
定

ボランティア希望者
（森林づくりボラン
ティア事務局）

ボランティア登録者による森林整備 近年は、環境問題への関心の高まりととも
に、ボランティア活動を行う機会も増えてきて
いる。そのような状況下で有意義な森林整備
ができた。
参加者は、高校生から林業事業者まで技術
に大きな差があるため、同一の作業を行うこ
とが難しく、作業に適した森林を選定すること
が困難な状況である。

今回は参加できたが、今後も無理のないよう
に参加したい。

43 農林課 みどりの小径整備
事業

事業協力・協
定

地元住民
(高橋場町商工会）

地元主体の遊歩道の維持管理 地元要望に基づき整備し、地元において維
持管理することで事業を実施してきた。本年
度も協定に基づいて協働事業を行うことによ
り、適切な管理が図られた。

協定書に基づき協働事業を行うことにより、
みどりの小径の適切な管理が図られた。

44 観光交流課 交流居住促進事業 実行委員会・
協議会

沼田市交流居住促
進協議会

都市部との交流事業の促進・移住希
望者等受け入れの環境整備

都市間交流については、防災や環境に関す
る協定を締結している新宿区や板橋区、港
区などとの交流を続け、一定の成果が上がっ
ている。
移住・定住についても相談会やセミナー参加
により相談件数も増加傾向にある。

新宿区や板橋区、港区などとの交流を続け
ることにより、沼田市の魅力や特産のＰＲが
できるなど、一定の成果が上がっている。
移住・定住についても物件紹介や受け入れ
体制の強化を図っていきたい。

（改善点など）今後も引き続き組織、事業の
検討を行い、成果を上げていきたい。

（改善点など）今後も引き続き組織、事業の
検討を行い、成果を上げていきたい。

45 観光交流課 観光ボランティアガ
イド

事業協力・協
定

沼田市観光協会 観光ボランティアガイドによる観光宣
伝

真田ブームや続１００名城登録などをきっか
けに来訪する観光客に向けて、沼田の歴史
や文化をアピールすることができた。

真田ブームや続１００名城登録などをきっか
けに来訪する観光客に向けて、沼田の歴史
や文化をアピールすることができた。
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46 観光交流課 沼田市観光協会事
業

補助・助成 沼田市観光協会 観光農園、飲食店等の紹介や、キャ
ンペーンの実施

本市の情報だけにとどまらず、周辺自治体と
も情報を共有することで、地域に訪れる観光
客の利便性のさらなる向上を図る。

本市の情報だけにとどまらず、周辺自治体と
も情報を共有することで、地域に訪れる観光
客の利便性のさらなる向上を図る。

（改善点など）３城連携（沼田城・名胡桃城・
岩櫃城）事業に取り組んだことにより、周遊さ
れるお客様が増えた。

（改善点など）３城連携（沼田城・名胡桃城・
岩櫃城）事業に取り組んだことにより、周遊さ
れるお客様が増えた。

47 観光交流課 白沢農産物収穫感
謝祭

実行委員会・
協議会

白沢農産物収穫感
謝祭実行委員会
（（株）白沢振興公
社）

秋の味覚のPRと、消費者に感謝の
気持ちを込めて特価販売を行う。

秋の行楽シーズンに開催し、盛況であった。
出展協力者のテント販売も盛況で、イベントと
しては成功であったと思う。

市と協力することで幅広い情報の発信（地元
紙や地元ＦＭ局などの協力を得られた）が出
来、多くのお客様に同イベントを楽しんでいた
だくことが出来た。対外への告知は十分に
行っているが、今後はさらに情報発信を強化
し、イベントに参加する生産者を含め出荷物
の総量を上げて行くことも課題としたい。

48 観光交流課 白沢高原りんご＆
ぶどう祭り

実行委員会・
協議会

白沢高原りんご＆
ぶどう祭り実行委
員会
（白沢りんご研究
会）

秋の味覚のＰＲと、お客様参加型イ
ベントによる交流。

雨天により苦戦したが、多くの参加者を迎え
ることができ、運営がスムーズに出来た。招
待した上州真田武将隊が呼び込みをしてくれ
たため、無事イベントを終えることができた。

開会行事も含めて進行がスムーズに出来
た。
イベントも大変好評だった。

（改善点など）屋外のイベントで天候に左右さ
れるため、荒天時の対応を予め決めておい
た。

（改善点など）イベント内容を工夫し、集客が
図れた。

49 都市計画課 公園管理事業 事業協力・協
定

薄根町外１０団体 公園の維持管理を地元住民との協
定により実施し、利活用を図る。

公園運営委員等の高齢化が進み世代交代
が急務な団体も存在する。

地域で公園の企画運営をする事で、利用団
体や利用時間等を適切に把握し、効率的な
公園管理が図れた。

（改善点など）昨年度に引き続き、実態把握
のため日報提出を依頼した。

（改善点など）平成２９年度より実績に基づい
た作業日報を提出している。

50 都市計画課 市民緑化推進事業 補助・助成 生枝愛花会外１８
団体

緑化推進事業に対する補助金の交
付

広報等を通じ広く市民に周知しており、緑と
花のあるまちづくり事業については毎年新た
な団体の参加があるが、生け垣奨励事業は
民間建築状況により左右されるため、年度毎
の申請件数に差が生じてしまう。（H30年度申
請無し）また、壁面等緑化奨励事業について
は、対象地域が限定されているため、ほとん
ど申請が無い状況である。

道路沿線等を緑化することにより、生活環境
の向上が図られた。
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51 街なか対策課 中心市街地活性化
の会補助事業

補助・助成 沼田市中心市街地
活性化の会

中心市街地の活性化を目指し、より
よいまちづくり実現に向けた事業へ
の補助金交付

中心市街地活性化の基盤となるハード事業
（にぎわいの核整備事業／土地区画整理事
業）は徐々に進捗しており、また、テラス沼田
も中心市街地の西の拠点としてリニューアル
オープンした。今後はソフト施策等について、
さらに協働パートナーと協議を進めていきた
い。ほか、協働パートナー以外の関係者もさ
らに取り込み市民全体の課題として取り組む
ことができればと考える。

区画整理事業をベースにしているため、権利
調整に時間がかかる。先行きが不透明のた
め会員に脱力感を感じられている方が多く
なっていたが仮換地指定場所の事業実施希
望も感じられる。２街区と４街区の東地区の
事業が進み、福祉複合施設も完成した。にぎ
わいの核の旧土岐邸の移築が始まり、年度
内の完成を目指している。１街区の電柱埋設
工事も進み、歩道が広がり市民にまちづくり
のハード部分が提示できる。
まちづくりは永遠に続けるので、活性化は今
行えること、実験してみることと、区画整理後
の目標とを合わせて行う難しさがある。

（改善点など）まちづくりを進める上でハード
とソフトは一体であり、ハードの区画整理の
推進とソフト事業のできるところから進めなが
ら実績を挙げていく。一部専門家を国より派
遣していただき、ハード・ソフトの両面を指導
していただき個人の単なる再建でなく、街が
必要としているものを今後まちづくり事業とし
て導入して、市民から支持されるまちにした
い。

52 学校教育課 学校支援センター
運営維持事業

事業協力・協
定

各小中学校PTA役
員、各種社会教育
団体

地域や学校実情に合わせ多様な学
習を行うための外部講師や安全確
保、教育環境の整備など、ボランティ
アの協力を得て実施する。

学校支援センターの機能を充実させるため
のリーダーとなるコーディネーターの発掘と
育成が必要となる。
学校地域支援本部事業が、国・県・市町村で
１／３での補助事業に変更となったため、今
後事業費の縮小が予想されるが、補助事業
終了後においても、地域ボランティアと協働し
て事業実施が行えるような体制整備が必要
となる。
平成２４年度より学校地域支援本部事業に
ついては、社会教育課を担当課として事業実
施を行うこととした。

・現在のところ、読み聞かせやベルマーク整
理、また授業協力などで円滑な協力体制が
できている。今後も無理なく支援の範囲を広
げていければと考えている。
・ボランティアの役割、学校の役割をお互い
に理解した協力体制を継続していきたい。

（改善点など）支援内容として、学校における
授業（書写・家庭科等）の支援が増え、学校
におけるボランティアの活躍の場が増した。

53 社会教育課
（生涯学習課）

沼田市文化祭開催
事業

委託 沼田市文化協会 市民の作品展示・舞台発表などによ
り、芸術文化の普及発展、意欲向上
を図る。

特記事項はなし 特記事項はなし

54 社会教育課
（生涯学習課）

家庭健全化運動推
進モデル地区開催
委託事業

委託 沼田地区青少年育
成連絡協議会

沼田地区上毛かるた大会の開催 特記事項はなし 特記事項はなし

55 社会教育課
（生涯学習課）

市民体力づくり歩
け歩け運動大会委
託事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

市民の体力向上と青少年の健全育
成のための歩け歩け運動大会の実
施

特記事項はなし 平成３１年度は、５０回大会となる。

56 社会教育課
（生涯学習課）

子ども会ボランティ
ア活動開催委託事
業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

子ども会を単位とした清掃活動等の
ボランティア活動の実施

特記事項はなし 地域を見つめ直し、ボランティア精神を養う、
家庭教育支援として有効である。
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57 社会教育課
（生涯学習課）

青少年指導者会研
修委託事業

委託 沼田市青少年指導
者会

青少年健全育成を支援する青少年
指導者会の研修会の実施

特記事項はなし ・研修会の実施により、青少年健全育成事業
等への支援がスムーズに行えた。

（改善点など）人数は少ないが、入会者はい
る。

（改善点など）人数は少ないが、入会者はい
る。

58 社会教育課
（生涯学習課）

青少年育成推進員
等研修会及び情報
交換会委託事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

青少年育成大会及び研修会の実施 インターネットやSNSについての対策が、必
要となっている。

インターネットやSNSについての対策が、必
要となっている。

59 社会教育課
（生涯学習課）

子ども会行事開催
委託事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

かるた大会の開催により子ども会活
動の活性化と会員相互の親睦を図
る。

特記事項はなし 特記事項はなし

（改善点など）
沼田かるたの改定作業を進めている。

60 社会教育課
（生涯学習課）

初級指導者養成講
座事業

事業協力・協
定

沼田市青少年育成
連絡協議会

青少年地域活動リーダーの養成講
座の実施

参加者の減少により、後継者不足が懸念さ
れる。

出席率が良くないため、開催時期や方法等
の検討をしている。

（改善点など）
委託をやめ、青育連の自主財源で実施した。

（改善点など）
委託をやめ、青育連の自主財源で実施した。

61 社会教育課
（生涯学習課）

沼田市成人式開催
委託事業

委託 沼田市成人式実行
委員会

成人を祝う式典の開催 成人年齢の１８歳引き下げへの対応が、今
後の課題となる。

成人年齢の１８歳引き下げへの対応が、今
後の課題となる。

62 社会教育課
（生涯学習課）

青少年自然体験活
動推進事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

集団生活に耐えられる意志・体力を
養うための野外体験活動の実施

少子化等に伴い、参加者の減少が懸念され
る。

ジュニア・リーダー（高校生指導者）の減少が
懸念される。

63 社会教育課
（生涯学習課）

市民ハイキング 事業協力・協
定

沼田山岳会 参加者を募集し、長野県入笠山ゴン
ドラ山頂駅から入笠山頂を経由しゴ
ンドラ山頂駅までハイキングを実施
する。

年１回、事業を実施しているが、参加者も高
齢になりつつあるため市民のニーズに応える
コース選定と安全の確保は、変わらぬ課題で
ある。

年１回、事業を実施しているが、参加者も高
齢になりつつある。市民のニーズに応える
コース選定と安全確保の両立が、常に課題
である。

64 社会教育課
（生涯学習課）

利南公民館まつり 共催 利南地区民生児童
委員協議会、利南
女性学級有志、利
南地区内若妻会、
利南地区老人クラ
ブ連合会

作品の出展、参加をとおして地区民
の親睦と個々の資質の向上を図り、
連帯感を深め、地域の発展に寄与す
る。

・地区内団体や公民館教養教室及び公民館
を利用している自主サークルに作品展示と交
流の場を提供している。
・各町内からの作品の出品が減少傾向にあ
るが、今後も協働のパートナーと共に来館者
が増加する工夫等を考えながら、公民館活
動への理解と地区民相互の親睦を図ってい
きたい。
・今年度も利南地区民生児童委員協議会と
利南女性学級有志の協力を得られ、「みそお
でんコーナー」及び「バザーや湯茶等の接
待」を行うことができ、来館者に好評いただい
た。
・今年度は、子ども向けに館内スタンプラリー
を開催し、来場者アンケートでも好評だった
ので、次年度はチラシに記載し周知していき
たい。

・利南公民館まつりでは、昨年度に私たち利
南地区民生児童委員協議会から協力を申し
出て協働して開催している。昨年度に引き続
き、民生児童委員による「みそおでんコー
ナー」を開催したところ、今年度も好評であっ
た。２年目となり会場内のレイアウトを変更し
ながら、利南女性学級有志による「バザーや
湯茶等の接待」と連携して公民館まつりを盛
り上げることができた。今年は、中央公民館
まつりが同日開催となり日曜日には目玉の
講演会が開催されたり、文化会館でも群馬交
響楽団のコンサートが開催されたりと来館者
が例年より少なめではあったが、多くの出品
された作品もすばらしく、来場者を含め参加
したみんなの力で地域の和を深めることがで
きたと思う。
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65 社会教育課
（生涯学習課）

利南若妻女性学級 実行委員会・
協議会

利南地区内若妻会 若妻会会員、地区内の女性を対象
に、受講生の要望に添った内容の教
室を運営委員会により計画し開催す
る。

・教養教室の充実を図るとともに、学級生の
要望した教室を開催することができた。
・普段就労している学級生が多く、参加できる
方は極めて少なくなっている。若年（おおむね
２０代～４０代）女性だけでは活動の維持が
できなくなっている。将来的にも改善は見込
めず、更に悪化が予想される。
・学級生へのアンケートや代表者との協議を
重ね、利南女性学級へ統合させることにし
た。

・学級生の要望に添った教室が開催され良
かったと思います。
・知人に声かけをしても、フルタイムで仕事を
している方が多く、学級生の増加はあまり見
込めません。一方で、参加できず脱会する方
が多くなってきています。
・学級生に案内をしても、仕事や子どもの学
校行事等で参加できない方が多いです。シフ
ト調整等、都合をつけてもらうのも少し心苦し
いです。
・参加したいときに、参加できる体制が整え
ば・・・と思います。
・受講生が少ないので、講師や事務担当者
に申し訳ない気もします。
・従来の形は限界が近づいてきていると認識
しています。

66 社会教育課
（生涯学習課）

池田高齢者教室 実行委員会・
協議会

池田地区老人クラ
ブ連合会

運営委員会を組織し、年度当初に年
間計画を作成し、池田地区在住の６
５歳以上の男女を対象に、講座を実
施している。

住民が参加したくなるような講座を、パート
ナーである「池田地区老人クラブ連合会運営
委員」と知恵を出し合い考えている。運営委
員会を開催し、ニーズに合った講座を開催で
きるように努力している。

誰もが参加したくなるような講座等を、パート
ナーである市（公民館職員）と知恵を出し合
い考えている。運営委員会を組織し、ニーズ
に合った講座を開催できるように努力してい
る。

67 社会教育課
（生涯学習課）

池田地区文化祭 共催 池田地区振興協議
会他
（池田地区振興協
議会）

文化祭の開催 園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
一定の成果は得られたと思われる。また、作
品を出展することにより、地域住民の生涯学
習の意欲の向上が図られている。

園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
一定の成果は得られたと思われる。また、作
品を出展することにより、地域住民の生涯学
習の意欲の向上が図られている。

68 社会教育課
（生涯学習課）

薄根公民館生涯学
習『薄根高齢者教
室 』

実行委員会・
協議会

薄根地区老人クラ
ブ連合会

薄根地区在住の高齢者を対象とした
講座の開催

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの高齢者に参加していただけるような魅
力ある講座内容の検討を行いたい。
今回は新規で実施した「消費生活講座」は好
評であった。

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの高齢者に参加していただけるような魅
力ある講座内容の検討を行いたい。
今回は新規で実施した「消費生活講座」は好
評であった。

69 社会教育課
（生涯学習課）

薄根公民館生涯学
習『薄根女性学級
』

実行委員会・
協議会

沼田市薄根婦人会 薄根地区在住の女性を対象とした講
座の開催

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの女性が受講したくなるような魅力ある
講座内容の検討を行いたい。

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの女性が受講したくなるような魅力ある
講座内容の検討を行いたい。

70 社会教育課
（生涯学習課）

薄根公民館まつり 共催 薄根地区振興協議
会　他
（薄根地区振興協
議会）

公民館まつりの開催 園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
盛大に開催されており、一定の成果は得られ
たと思われる。今回はパートナーから来館者
に豚汁等の配布を行いたいとの要望があり、
実施したところ地区住民の交流が図られ好
評であった。

園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
盛大に開催されており、一定の成果は得られ
たと思われる。今回新たに来館者に豚汁等
の配布を提案し、実施することができた。

71 社会教育課
（生涯学習課）

川田地区民展 実行委員会・
協議会

川田地区振興協議
会、川田地区青少
年育成連絡協議会
ほか
（川田地区振興協
議会）

川田地区民が制作した作品展示と表
彰式の開催

地区民や教養教室生から多数の作品が出品
され、相互の親睦が図られた。
保育園児、小・中学生の作品については、審
査と表彰を行うことで子どもたちの創作意欲
の向上が図られ、成果を上げている。

ＪＡ協賛イベント、フラワーアレンジメント体験
教室、ボランティアによる接待など、多大な協
力をいただき盛大に開催することができた。

72 社会教育課
（生涯学習課）

エコ･プロジェクトin
かわだ

共催 利根実業高等学
校、川田保育園、
川田簡易郵便局
（川田保育園）

緑のカーテンづくり ゴーヤの植え付け作業を通じて、保育園児と
利根実生のふれあい・交流が図られた。
複数の施設で実施したことにより、事業の趣
旨を広く周知することができた。

ゴーヤの植え付け作業を通じて、保育園児
が利根実生とふれあうことができた。
植物の栽培体験や、ゴーヤのおやつの試食
により食育を行うことができた。
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73 社会教育課
（生涯学習課）

白沢町高齢者教室 事業協力・協
定

白沢町燦々会 白沢町在住の６０歳以上の高齢者を
対象とした講座の開催

運営委員会において活動内容を検討。意見
や要望を取り入れて教室に反映させることが
できた。運営委員による学習会の周知等によ
り、参加者も多く、事業効果を高めている。
参加者も高齢化しており、今後検討が必要で
あると思う。

運営委員会において活動内容を検討。意見
や要望を取り入れて教室に反映させることが
できた。運営委員による学習会の周知等によ
り、参加者も多く、事業効果を高めている。
参加者も高齢化しており、今後検討が必要で
あると思う。

74 社会教育課
（生涯学習課）

白沢町文化祭 共催 沼田市文化協会白
沢支部

文化祭の開催（計画立案含む）。 継続的に出品している参加者も多く、町民の
文化向上に寄与している。地域に根付いた
事業があることから、今後も継続していくこと
が望ましい。

継続的に出品している参加者も多く、町民の
文化向上に寄与している。地域に根付いた
事業があることから、今後も継続していくこと
が望ましい。

75 社会教育課
（生涯学習課）

おはなしポケット 事業協力・協
定

沼田読み聞かせの
会

子どもを対象にした読み聞かせ 参加者も多く、子どもの読書活動の推進が図
られている。

子どもの読書活動の推進と図書館利用の促
進が図られている。安定した子ども達の参加
があり、大変好評である。

76 社会教育課
（生涯学習課）

ブックスタート 事業協力・協
定

ブックスタートボラ
ンティア

赤ちゃんと保護者のふれあいを絵本
を介して応援する。

平成18年からスタートしたブックスタートは、１
０年以上経過し、２人目、３人目というお母さ
んも多くなった。ブックスタートを機会に読み
聞かせを続けているお母さんの声から事業
成果を実感できている。

赤ちゃんに会えるのがとてもうれしく、絵本を
読んであげたときの赤ちゃんのかわいい反
応をお母さんと一緒に楽しく体験しています。
ブックスタートを通して、地域に子育てを応援
する人がたくさんいることを知ってもらったり、
赤ちゃんが参加できるさまざまな活動に出
会ったりすることで、保護者が安心して子育
てができるきっかけになると良いと思います。
参加したお母さんに大変好評です。

77 文化財保護課 茶会開催業務 委託 沼田茶道会 旧土岐邸洋館において桜の時期の
休日にお花見添え釜を開催

沼田茶道会が開催日ごとに茶道流派の割当
てを行うので、日替わりで趣の異なった茶会
が開催できた。文化財施設の利活用に関し
て、茶道会に委託した本事業は大きく貢献し
ている。
会場として利用している旧土岐邸洋館は、解
体移築されるため、開催場所を検討する必
要がある。

都市整備計画の中で、土岐邸の移転がすで
に実施されます。今後、さくら祭りの茶会会場
が心配される所でして、関係役所のお考えを
お聞かせいただければと思います。
茶道会といたしましても、添え釜として是非お
手伝いしたいと思っております。よろしくお願
いします。今年の添え釜は、観光バスが入る
など、たくさんのお客様においで頂き盛会な
茶会であったと申し添えておきます。

（改善点など）会場の旧土岐邸洋館の解体移
築工事が始まる前に事業が開催できた。

78 ｽﾎﾟｰﾂ振興課 体力テスト等開催
事業

事業協力・協
定

沼田市スポーツ推
進委員会

新体力テスト実施ト、ニュースポーツ
体験・講習会等の開催等による、健
康保持増進活動の場の提供

参加者の顔ぶれが一定となりつつあることか
ら、幅広い年齢層が参加できるような取り組
み、周知が課題となっている。

例年、土曜日に開催している経緯があり、ス
ポーツ推進委員の参加者が少ない傾向があ
る。他の行事との兼ね合いなども考慮しなが
ら、日曜日等の開催について検討したい。

（改善点など）参加者を増やすための取り組
みとして、新体力テストとニュースポーツ体験
を同時に開催するなどの工夫をしている。

（改善点など）多くのスポーツ推進員が参加
し、事業の目的が達成できるように配意して
いきたい。
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